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平
安
時
代
末
期
に
開
山
し
た
と
の
伝
承

が
あ
る
 岩
  問
  山
  東
  漸
  寺
 の
奥
の
院
は
、
寺

い
わ
 と
 さ
ん
 と
う
 ぜ
ん
 じ

か
ら
約
二
十
分
ほ
ど
南
東
の
尾
根
を
登
っ

た
一
角
に
あ
り
ま
す
。
昭
和
六
十
三
年
改

築
さ
れ
た
薬
師
堂
に
、
本
尊
の
立
派
な
花

崗
岩
で
刻
ま
れ
た
薬
師
如
来
が
鎮
座
し
て

い
ま
す
。
も
と
奥
の
院
が
あ
っ
た
砂
岩
の

崖
に
「
天
保
十
（
一
八
三
九
）
年
お
堂
再

建
」と
彫
ら
れ
て
い
る
由
緒
か
ら
、
薬
師
石

仏
も
こ
の
と
き
の
寄
進
と
み
ら
れ
ま
す
。

　
願
主
は
草
刈
 彌
  平
 、 工
  助
 で
、
彌
平
は

や
 へ
い
 

く
 す
け

大
潟
新
田
（
今
の
陸
上
自
衛
隊
相
浦
駐
屯

地
）
を
埋
築
し
て
百
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
干
拓

水
田
を
生
み
出
し
た
 太
  一
  左
  衛
  門
 の
父
。

た
 い
ち
 ざ
 
え
 も
ん

薬
師
如
来
は
五
十
七
歳
の
と
き
の
 発
  願
 で
、

ほ
つ
 が
ん

当
時
健
康
を
損
ね
て
そ
の
 平
  癒
 祈
願
を
し

へ
い
 ゆ

た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
手
に
 薬
 つ
く
す
り

ぼ
を
持
っ
て
い
る
よ
う
に
薬
師
如
来
は
健

康
を
 護
 る
仏
さ
ま
で
す
。

ま
も

　
珍
し
い
の
は
、
石
材
の
花
崗
岩
で
す
。

こ
の
地
方
の
肥
前
一
円
は
、
昔
か
ら
「
 真
 
ま

 石
 」
と
呼
ぶ
 輝
  石
  安
  山
  岩
 を
主
に
使
っ
て

い
し
 

き
 せ
き
 あ
ん
 ざ
ん
 が
ん

き
ま
し
た
。
花
崗
岩
は
白
っ
ぽ
く
、
瀬
戸

内
海
か
ら
近
畿
圏
で
産
出
し
、
別
名
の
 御
 
み

 影
  石
 は
産
地
の
神
戸
の
地
名
で
す
。
後
年
、

か
げ
 い
し

 瀬
  戸
  内
 沿
岸
の
塩
田
で
手
広
く
石
炭
を
 商
 

せ
 
と
 う
ち
 

あ
き
な

い
、
財
を
な
し
た
彌
平
は
、
商
売
の
折
、
こ

の
地
の
 石
  工
 に
薬
師
如
来
の
石
像
を
依
頼

い
し
 く

し
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
薬
師
如
来
の
左
脇
に
は
、
不
動
明
王
と

並
ん
で
彌
平
夫
妻
の
石
像
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
石
材
は
安
山
岩
で
す
か
ら
、
地
元
の

石
工
が
彫
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。 帯
 
た
い

 刀
 し
た
武
士
の
姿
の
彌
平
夫
妻
の
肖
像
は
、

と
う本

人
で
は
な
く
、
息
子
の
太
一
左
衛
門
が

寄
進
し
た
の
で
し
ょ
う
。
信
仰
心
が
厚

か
っ
た
太
一

左
衛
門
は
、

父
の
 菩
  提
 を

ぼ
 だ
い

 弔
 っ
た
と
思

と
む
ら

わ
れ
ま
す
。

太
一
左
衛
門

の
墓
は
 真
申
 

ま
さ
る

に
あ
り
ま
す
。

（
筒
井
隆
義
）

　第9回YOSAKOIさせぼ祭りは、期間中、天気にも恵まれ、最
高のにぎわいでした。146チーム、約7千人の踊り子たちの懸命
な演舞は、市内各地の広場や沿道を埋め尽くす観客を大いに沸
かせました。回を追うごとに全国各地からの参加者も増え、交
流の輪が広がっていくのを実感します。
　祭りにはお金も人手も必要です。多くの団体や企業の皆さん
の支援ももちろん欠かせませんが、特に、この二日間の出会い
と感動を演出してくれた実行委員会の皆さんの熱意には頭が下
がりました。そして、私が何より感銘したのは、この祭りを下
支えしてくれた千人を超えるボランティアの皆さんでした。無
償の協力、それは地域社会で何より尊いものだと思います。
　また、国連の第6回世界ハビタット・デー記念絵画コンクール
で、市内の 岡  本  望  里 さん（10歳）が、踊り子たちの躍動美と喜

おか もと み さと

びを描いた絵で、見事アジア太平洋こども会議賞を受賞しまし
た。祭りに花を添える、とても嬉しい副産物となりました。
　祭りは、参加して、みんなで感動するのが醍醐味です。それ
が明日の活力へとつながっ
ていると思います。

第497回

第9回YO
よ

SAKO
さ こ

Iさせぼ祭りを終えて
い

士人のうごき (11月1日現在)
煙総人口
煙 男
煙 女
煙世帯数

256,580人
120,565人
136,015人
100,712世帯

(-107)
(-72)
(-35)
(+20)

10月中の
うごき

転入613 転出684

出生189 死亡225

士見て、聞く
　させぼ市政だより

毎週土曜日放送（約5分間）

NBC9時25分NIB11時35分

NCC11時40分KTN11時40分

NBC毎週日曜日 9時25分

FM長崎毎週火曜日 9時05分

毎月第2、4水曜日広告欄

第3月～土曜日18時45分

煙テレビ

煙ラジオ

煙長崎新聞

煙テレビ佐世保

花
崗
岩
の
薬
師
如
来
（
中
里
町
）

か
 
こ
う
 が
ん
 

や
く
 
し
 
に
ょ
 ら
い

土金木水火月日

2112月は大気汚染防止推進・地球温暖化防止月間
毎月第1水曜　中小企業金融公庫出張相談
　　　　　　　（13～15時、佐世保商工会議所）
毎月第2金曜　発明相談
　  　　（10時～15時30分、市役所商工労働課）

お茶の間トーク
（三川内）
石橋見学会
科学工作教室
（9日、16日も）

世界エイズデー

9876543
はっけん！たいけ
ん！すいぞくかん！
（23日も）

発明相談中小企業金融公
庫出張相談、き
らきらチャリティー
大パーティー、き
らきら仮装大会

スピカカレッジ
part2（14日も）

大人のための動
物園講座
お正月を飾る迎
春寄せ植え作り
講習会

16151413121110
動物獣舎探検隊

ロビーコンサー
トスペシャル

プラネタリウム
館冬番組開始

親子ロボット教
室

障害者の日記念
事業

23222120191817
天皇誕生日
クリスマスファン
タジー　～24日
ZOOっとクリス
マス　～25日

医師による健康
講話

館所蔵品展
～1月14日

国民健康保険夜
間相談（26日も）

保育所体験出前保育「みん
なよっといでー！」

ビデオでトーク
しま専科

子育て支援親子
遊び

きらきらミュー
ジックフェア

30292827262524
きらきらクリスマ
スの佐世保に雪
が降る

国民健康保険日
曜相談

●1月上旬の主な行事予定
11日　初日の出クルーズ
12日　宇久地区成人式典
16日　消防出初式
17日　小柳賞佐世保シティロードレース大会
17日　成人式典

12日　水産加工まつりイン佐世保　～3日
16日　きらきら島瀬牧場大ピクニック大会 ～3日
13日　親子物作り教室（16日、17日、24日も）
10日　きらきらウェデイング
16日　きらきら「YOSAKOIさせぼ祭り」交流会

31
大晦日サンセッ
トクルーズ

●２７ 

月06.

■救急・火災
　●医療機関案内‥‥‥‥緯0956ー23ー8199
　●火災情報‥‥‥‥‥‥緯0180ー999ー999
■エイズ相談・性感染症相談
　●専用相談電話‥‥‥‥緯0120ー104ー783
　●Eメール  ‥‥ shc783@city．sasebo．lg．jp
■教育相談
　●青少年教育センター‥緯0956ー22ー0077
　（毎月第3日曜の13時～16時には、休日教育
　　相談を受け付けています）
■女性相談
　●スピカ‥‥‥‥‥‥‥緯0956ー24ー6180
　（水曜と祝日を除く毎日、9時～16時）

■消費生活相談
　●市消費生活センター‥緯0956ー22ー2591
　（土・日曜、祝日、年末年始を除く毎日、
　　　　　　　　　　　  8時30分～17時15分）
■12月の健康テレホン
　●県保険医協会‥‥‥‥緯0956ー23ー4300
 　※3分間のテープで、祝日は前日の内容が流れます
月→クローン病　 　　火→ 痔  瘻 

じ ろう

水→新しい小児ぜんそくの治療
　　　②発作時の治療
木→主婦のひび、あかぎれ　
金→神経症性うつ病
土、日→ 分  娩 時の大出血   ④ 弛  緩 性子宮出血

ぶん べん し かん
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